
生活困窮者を支援

月額が変更

子育てを応援

より分かりやすく

20日（月）さらに便利に

相談窓口がオープン

国民年金保険料

出産支援金を支給

組織の名称などが変更

公共施設予約システム

「子ども・子育て支援新制度」がスタート

月 から変わります4

担当窓口が変わります

４月 ４日(土) ～　土曜日も申請できます

対象　平成27年 ４ 月 １ 日以降に生まれた子供の養育者　※子供も養育者も、市内での
住民登録が必要　支給額　子供 １人当たり ３万円　申し込み　申請書（市役所 １階子
育て支援課、市ホームページにあります）を〒257−850１子育て支援課へ郵送または持
参　※期限は出生日から １年以内。申請書には申請者の口座番号などの記入と押印が
必要です
問い合わせ　子育て支援課☎（82）9607

しぶさわこども園を平成28年 ４ 月に開設します
　現在 ４つある認定こども園と併せ、親の就労の変化に対応できる混合クラスをつく
ります。また順次、こども園での給食を始めます。
※認定こども園の保育料（教育利用）　◇平成27年度　月8800円（市立の１0の幼稚園も
平成27年度は月8800円）　◇28年度以降　所得に応じた利用者負担
待機児童の解消を目指します
　 ３ 歳未満の児童を対象とする小規模保育など、民間の保育施設を増やします。
保育ママが給食を始めます
　市内 ３カ所にある保育ママ（家庭的保育事業）のうち、 2カ所で給食を始めます。
問い合わせ　保育こども園課☎（82）9606

　「働きたくても働けない」、「住むところがない」など生
活全般の相談ができます。専門の支援員が一人一人の状況に合わせたプ
ランを立て、「住居確保給付金の支給制度」や「子供の学習支援制度」など
を紹介します。
問い合わせ　生活福祉課☎（82）7３9３

　３４0円引き上げられ、月額 １万5590円になります。
問い合わせ　国保年金課☎（82）96１４または平塚年金事務所☎（22）１5１5

◇�原則2４時間利用することができ、 １カ月先の施
設の空き状況も確認できます。

◇�パソコンのほか携帯電話サイトやスマートフォ
ンからも予約できます。

※�コールセンター（☎0570−07３−４89　受付時間：
平日午前 9時～午後 5時）で予約方法の案内を
しています。

パスワードが変更
　今までのカードと利用者番号は引き続き使えますが、パスワードは、
使えません。郵送で通知した新しいパスワードでログインしてください
（ログイン後に、任意のパスワードに変更できます）。
移行期間はシステムが使えません
　新システムへの切り替えのため、インターネットからの施設予約を一
時停止します。期間中の予約は、各施設の窓口で受け付けます。
期間　 ４月１6日（木）午前 0時～20日（月）午前 9時
問い合わせ　情報システム課☎（82）5１１5

◇専用水道・小規模水道などの届け出や工事の確認　環境保全課（西庁舎 2階）　◇
景観まちづくりに関すること　開発指導課（西庁舎 2階）

主な業務　◇子育て支援課　ぽけっと2１、コミュニティ保育、私立幼稚園等就園
奨励費など　◇保育こども園課　保育園、認定こども園、放課後児童ホームなど　
◇都市政策課　秦野駅北口周辺整備計画、都市計画、住居表示など　◇都市整備課
　土地区画整理、鶴巻温泉駅南口周辺整備

窓口　◇児童手当、小児医療費助成、子育て応援出産支援金の申請受付　戸籍住民
課　※平日は子育て支援課　◇重度障害者医療費助成の償還払いの申請、補装具・
日常生活用具の申請　障害福祉課
問い合わせ　行政経営課☎（82）5１02

はだの地域福祉総合相談センター
（保健福祉センター 1 階社会福祉協議会内）☎（83）2751

新しいURLは、
https://yoyaku.e-kanagawa. lg.jp/portal/web/です。

病院で作成を

適用企業が拡大

知的障害児に係る特別児童扶養手当認定診断書

障害者雇用納付金制度

　これまで平塚児童相談所で作成していましたが、 ４月からは行いません。診断書
が必要な方は、病院などに依頼してください。
問い合わせ　障害福祉課☎（82）76１6または県子ども家庭課☎0４5（2１0）４67４

　法律の改正により、常用雇用労働者数が「200人を超える企
業」から「１00人を超える企業」に変わります。
問い合わせ　産業政策課☎（82）96４6

「
大
き
く
な
っ
て
ね
」（
７
カ
月
児
健
康
診
査
会
場
で
）

新課名 旧課名 場　所

子育て支援課 健康子育て課子育て支援班 本庁舎 1階保育課次世代育成班
保育こども園課 保育課保育こども園班 本庁舎 ２階
こども育成課こども若者相談担当 健康子育て課こども家庭相談班 保健福祉センター 1階健康づくり課親子健康担当 健康子育て課親子健康班

環境資源対策課 清掃事業所 環境資源センター
（名古木409）

産業政策課 商工課 西庁舎 1階
都市政策課 まちづくり推進課 西庁舎 ２階都市整備課

市制施行60周年を迎えました

夢・希望！　未来へつなごう

平成27年（2015 年）
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4 １
主　な　内　容

◇世界を肌で感じる　青年海外協力隊	（ 2 面）
◇第 6期高齢者保険福祉計画を策定	（ 3 面）
◇平成27年度予算のあらまし	（ 4 ・ 5 面）
◇商店街空き店舗の利用者に補助	（ 6 面）
◇鶴巻温泉駅前に「手湯」が完成	 （ 8 面）
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世界を肌で感じる
青年海外協力隊

隊員になるチャンス  平成27年度春募集

消防功労者として消防団員を表彰

生徒にエンジンの構造を教える村上さん

体が不自由な子供たちの家を訪れ、マッサージをする田尻さん

問い合わせ　消防総務課☎（81）5451

人
生
の
方
向
転
換
の
き
っ
か
け
に

「
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
影
響
で
、
電
気
や
水
道
が

全
く
使
え
な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
、

ち
ょ
っ
と
の
こ
と
じ
ゃ
動
じ
な
い
で
す
ね
」

と
話
す
の
は
、
平
成
22
年
９
月
か
ら
１
年
半
、

中
南
米
の
セ
ン
ト
ル
シ
ア
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た

田
尻
晴
美
さ
ん（
32
歳
・
平
塚
市
）。
理
学
療
法

士
の
資
格
を
生
か
し
て
、
体
に
障
害
の
あ
る
子

供
へ
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
理
学
療
法
を
し
た
り
、

運
動
機
能
の
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
子
供
と
一
緒

に
運
動
し
た
り
し
ま
し
た
。

「
週
に
１
度
の
巡
回
業
務
な
の
に
、
子
供
た

ち
が
な
つ
い
て
く
れ
た
の
が
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
言
葉
の
面
で
は
困
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
子
供

た
ち
の
屈
託
の
な
い
笑

　

開
発
途
上
国
へ
派
遣
さ
れ
、
特
技
を
生
か
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
青
年
海
外
協
力

隊
。
秦
野
市
民
の
中
に
も
、
現
在
、
ニ
カ
ラ
グ

ア
共
和
国（
中
南
米
）と
ス
リ
ラ
ン
カ（
南
ア
ジ

ア
）で
汗
を
流
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
派
遣

を
終
え
た
本
市
出
身
の
経
験
者
か
ら
、
海
外
で

活
動
す
る
魅
力
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
な
た
も
隊

員
に
応
募
し
、
世
界
へ
飛
び
立
ち
ま
せ
ん
か
。

顔
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
」

　

派
遣
前
は
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業

務
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
県
立
平
塚

養
護
学
校
で
働
い
て
い
る
と
い
う
田
尻
さ
ん
。

「
日
本
で
も
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
へ
の
支

援
を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、

転
職
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
こ
と
が
人
生

の
方
向
転
換
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
で
楽
観
的
に

　

大
手
自
動
車
会
社
に
勤
務
し
、
現
在
は
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
現
地
企
業
へ
の
改
善
指
導
を

行
っ
て
い
る
村
上
允
規（
28
歳
）さ
ん
も
経
験
者

の
１
人
。
平
成
23
年
１
月
か
ら
２
年
間
、
ア
フ

リ
カ
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
と
ジ
ブ
チ
の
２
カ
国
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
の
商
業
・
工
業
高
校
で
、

自
動
車
整
備
の
技
術
を
教
え
て
い
た
村
上
さ
ん
。

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
経
験
も
し
た

そ
う
で
す
。

「
授
業
で
使
う
エ
ン
ジ
ン
の
パ
ー
ツ
が
日
に

日
に
減
っ
て
い
く
の
で
お
か
し
い
と
思
っ
て

い
た
ら
、
な
く
な
っ
た
パ
ー
ツ
が
町
の
修
理

屋
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
で
は
笑
い
話
で
す
が
ね
」

　

貧
困
の
現
実
や
日
本
人
と
の
感
覚
の
違
い
な

ど
を
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
本
当
の
性
格
と
能
力

が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
」

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て
、
物
事

を
楽
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
と
、
う
れ
し
そ

う
に
話
し
ま
す
。

応�募資格　20歳から39歳までの日本国籍を持つ方　※年齢は平成
27年 5 月11日現在。その他にも条件があります

応�募期限　 5月11日（月・消印有効）　※海外からの応募は 5月14
日（木・必着）

応�募方法　応募書類（J
ジャイカ

ICAホームページ（http://www.jica.go.jp/
volunteer/application/seinen/apply/index.html）、JICA横浜（横
浜市中区新港 2 − 3 − 1 ）にあります）を、〒102−0082東京都千
代田区 1 −23− 3 日本生命一番町ビル 5階JICAボランティア選
考問い合わせ窓口（青年海外協力会内）へ郵送　※封筒に「応募
書類在中」と朱書きしてください

派遣先　アジア、アフリカ、中東などの約70カ国
派遣期間　原則 2年間
問い合わせ　JICA横浜☎045（663）3251

　長年、消防団員として勤務し、功績のあった次の方が表彰され
ました（敬称略）。
消防庁長官表彰　◇永年勤続功労章　梶山友吉（入船町）　県知事
表彰　◇永年勤続優良消防団員（30年）　古木滋男（栄町）　日本消
防協会会長表彰　◇精績章　小泉明裕（今泉）　◇勤続章　古木滋
男（栄町）　県消防協会会長表彰　◇功績章　小泉明裕（今泉）　伊
藤章（鶴巻）　向原量一（小蓑毛）　諸星僚太（渋沢）　◇勤続章（20
年）　小泉明裕（今泉）　伊藤章（鶴巻）　清水延肇（本町二）　 村
文章（東田原）　岩田一行（堀西）　諸星僚太（渋沢）　望月勲（ひば
りが丘）　 川一範（曽屋）　遠藤信一（寿町）　小宮光弘（寿町）　
久保田督（寺山）　村上輝佳（弥生町）　井手口英彦（萩が丘）

県
議
会
議
員
選
挙
・
県
知
事
選
挙

投
票
日
　
４
月
12
日（
日
）　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
で
き
る
方

期
日
前
投
票
所

市
役
所
西
庁
舎
１
階
の
１
Ａ

会
議
室

宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館

曲
松
児
童
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間

４
月
11
日（
土
）ま
で

４
月
６
日（
月
）～
11
日（
土
）

受
付
時
間

午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

午
前
９
時
～
午
後
８
時

駐
車
場

あ
り

な
し

公
民
館
な
ど

東
を
除
く
各
公
民
館
、
ほ
う
ら
い
会
館

連
絡
所

南
が
丘
・
北
・
大
根
・
東
海
大
学
前
駅
・
鶴
巻
・
渋
沢
・
堀

川
・
上
連
絡
所

児
童
館
な
ど

平
沢
・
戸
川
・
三
屋
台
・
北
矢
名
・
堀
山
下
児
童
館
、
曲
松

児
童
セ
ン
タ
ー
、
末
広
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
老
人
い
こ
い

の
家
ほ
り
か
わ
荘

選
挙
広
報
は
新
聞
折
り
込
み
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

投
・
開
票
速
報

投
票
日
は
公
民
館
な
ど
が
臨
時
休
館

即
日
開
票
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
８
２
）９
６
６
１

　

平
成
７
年
４
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
本
市
に
転
入
届

を
出
し
、
引
き
続
き
住
民
登
録
の
あ
る
方　

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
平

成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
県
内
で
転
入
・
転
出
届
を
出
し
た
方
は
、
住
所
を
１
回
移
し

た
と
き
に
限
り
、
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る「
引
き
続
き
証
明
書
」が
あ
れ
ば
、
前
の
住

所
地
で
投
票
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

候
補
者
の
主
義
・
主
張
な
ど
を
載
せ
た
選
挙
公
報
を
４
月
８
日（
水
）ご
ろ
の
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
選
挙
広
報
は
、

市
役
所
、
公
民
館
、
駅
連
絡
所
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
新
聞
を
購
読
し
て
い

な
い
方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
大
４
人
分
の
名
前
を
記
載
し
た
投
票
所
入
場
券
を
、
４
月
３
日（
金
）ご
ろ
ま
で
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
本
人
分
を
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
に
は
、
投
票

所
の
所
在
地
や
案
内
図
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
率
と
開
票
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
投
票
率
速
報
は
、

投
票
日
当
日
の
午
前
９
時
か
ら
１
時
間
ご
と（
午
後
１
時
を
除
く
）に
、
開
票
速
報
は
、

午
後
10
時
か
ら
30
分
ご
と
に
発
表
し
ま
す
。

※�

投
票
日
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
、
臨
時
電
話
☎（
８
２
）２
１
０
０
へ
。
市
役
所
、
総

合
体
育
館
、
投
票
所
へ
は
問
い
合
わ
せ
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

午
後
８
時
45
分
～　

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

※�

土
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月
４
日（
土
）か
ら

始
ま
り
ま
す
。
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

障
害
児
・
者
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

問い合わせ　高齢介護課☎（82）7394

体操教室で健康づくり

　

介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
な
ど
を
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
の｢

高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画｣

。
平
成
２７
年
度
か
ら
２９

年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
６
期
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

超
高
齢
社
会
へ
の
対
策

　

本
市
は
、
市
民
の
４
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う「
超
高
齢
社

会
」を
迎
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
第
６
期
計
画

を
定
め
ま
し
た
。

　

｢

健
康
で
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
自
己
実
現
を
図
り
、
介
護
さ
れ

る
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う｣

、｢

い
つ

ま
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
、
み
ん
な

で
支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う｣

の
基
本
理
念
を
前
計
画
か
ら
引
き
継
ぎ
、

　 4月 １日現在、市内に １年以上在住し、精神障害者保
健福祉手帳 １・ 2級を持っている方に、在宅障害者福祉
手当を支給しています。
支給額　年 3万円または 3万５０００円
申�し込み　申請書（市役所 １階障害福祉課にあります）を、
4月3０日（木）までに障害福祉課へ持参。　※手続きに
は、印鑑、預金通帳（本人名義のもの）、精神保健福祉
手帳が必要です

注�意　施設に入所している、または精神科の病院に ６カ
月以上入院している方は対象外です。また、申し込み
期間外は受け付けません。

高
齢
者
の
地
域
で
の
活
動
を
推
進

　

元
気
な
高
齢
者
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
生
活
支
援
活
動
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め

る
サ
ロ
ン
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
、
健
康
講
座
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

　

市
内
７
カ
所
の
地
域
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
在
宅
医
療
・
介
護

な
ど
に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
自
治
会
や

民
生
委
員
と
連
携
し
、
地
域
全
体
で
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

家
族
も
安
心
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体

に
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を
啓
発
し
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機
関
と
の
連
携
も
強

化
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
支

援
の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ　障害福祉課☎（82）7６１６

　地域高齢者支援センターは、高齢者や
家族からの相談、高齢者の見守り、高齢
者の心身の状態に合わせた支援などを
行う総合的な窓口です。気軽にご利用く
ださい。

ご利用ください　地域高齢者支援センター

次
の
６
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
い
て
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
連
携
を
深
め
、

各
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▽�

生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
支
援

▽
健
康
づ
く
り
の
推
進

▽
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

▽
認
知
症
施
策
の
推
進

▽
介
護
予
防
事
業
の
充
実

▽
介
護
保
険
の
健
全
運
営

介
護
保
険
料
の
改
定

　

３
年
ご
と
に
市
が
決
定
す
る
65
歳
以

上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
今
年
度
か

と�

き
・
と
こ
ろ
・
内
容　

▽
陸
上
競

技　

４
月
2５
日（
土
）　

午
後
１
時

半
～
４
時
半　

中
央
運
動
公
園
陸

上
競
技
場　

▽
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　

５
月
24
日（
日
）　

午
後
２
時
～

４
時
半　

▽
卓
球　

６
月
１3
日

（
土
）　

午
後
１
時
半
～
４
時
半　

総
合
体
育
館　

い

ず
れ
も
入
場
自
由

と�

き　

５
月
８
日（
金
）～
平
成
28
年

３
月
４
日（
金
）の
月
１
回　

全
１１

回　

午
後
７
時
～
８
時
半　

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

内
容　

リ
ズ
ム
体
操
、
球
技
な
ど

対�

象　

小
学
４
年
生
以
上
の
知
的
障
害
者
と
保
護
者
20

組（
申
し
込
み
先
着
順
）

費
用　

１
組
１
０
０
０
円

申�

し
込
み　

４
月
７
日（
火
）～

ら
３
年
間
の
基
準
月
額
が
５

２
０
０
円（
第
５
段
階
）に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度

を
安
定
的
に
運
営
し
、
適
切

な
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
期
間
中
の

高
齢
者
人
口
や
要
介
護
等
認

定
者
数
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
量

な
ど
を
見
込
ん
で
算
出
し
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
高
齢
者
の
負

担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
額

と
す
る
た
め
、
所
得
段
階
の

区
分
を
従
来
の
10
段
階
か
ら
、

12
段
階
に
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
☎（
８
２
）７
６
１
６

問�

い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
☎（
８
４
）

３
３
７
６

高齢者などを見守る
市のキャラクター
「まなざし山

さん

」

次
の
場
所
で
計
画
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

問�

い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
☎（
８

２
）９
６
１
6

市
役
所
３
階
行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

図
書
館
、
公
民
館
、
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
末
広
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
中
野
健
康
セ
ン
タ
ー
、
ほ
う
ら
い
会
館

地　域 住　所 連絡先

本町 本町 １－１１－１9（紀伊国屋ビル内） ☎（75）8907

南 平沢370- 3（南地域高齢者サポートセ
ンターむつみ内） ☎（84）2250

東・北 曽屋１１（秦野伊勢原医師会内） ☎（8１）0990

大根 下大槻１73（高齢者地域交流センター
ぷらっと内） ☎（76）5208

西 三廻部5１0（菖蒲荘内） ☎（88）5１02

渋沢 渋沢１１24－ 5 ☎（79）6532

鶴巻 鶴巻北 3 － １ － 3（ライフプラザ
鶴巻内） ☎（79）9040

参加者
募集

所得段階 区　　分 年間保険料額

第 １段階 世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税

生活保護受給者
3万１200円

本人の課税年金収
入と合計所得金額
の合計が

80万円以下

第 2段階 80万円を超えて１20万円以
下 4万 560円

第 3段階 １20万円を超える 4万6800円

第 4段階
本
人
が

住
民
税
非
課
税

世帯内に住民税課
税者がいて、課税
年金収入と合計所
得金額の合計が

80万円以下 5万6１60円

第 5段階 80万円を超える 6万2400円
（月額5200円）

第 6段階
本
人
が
住
民
税
課
税

前年の
合計所得金額が

１20万円未満 7万１760円
第 7段階 １20万円以上200万円未満 7万8000円
第 8段階 200万円以上400万円未満 9万3600円
第 9段階 400万円以上600万円未満 １0万6080円
第１0段階 600万円以上800万円未満 １１万8560円
第１１段階 800万円以上１000万円未満 １3万１040円
第１2段階 １000万円以上 １4万3520円

平成27～29年度の介護保険料

在宅障害者福祉手当申請を
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

　
　
　
　
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定



その他の税 市税以外固定資産税
法人市民税個人市民税

単位：億円

平成17年度

500

400

300

200

100

0

82.5

404.3

103.2

30.3

173.3

15.0

100.3

445.3

100.2

29.1

204.5

11.2

92.8

488.8

97.2

29.4

256.6

12.8
97.9

404.3

41.4
53.0

53.2

87.2

71.6

100.9

445.3

44.5
34.1
52.5

104.3

109.0

95.2

488.8

37.1
56.5

74.2

94.7

131.1

22年度 27年度 平成17年度

500

400

300

200

100

0
22年度 27年度

普通建設事業費 その他経費繰出金
扶助費 公債費人件費

400

500
(億円)

300

200

100

332億
3781万円
332億
3781万円

408億
9270万円
408億
9270万円 361億

6699万円
361億
6699万円 349億

9583万円
349億
9583万円 330億

1555万円
330億
1555万円

200億
6307万円
200億
6307万円

68億
5510万円
68億
5510万円

130億
8542万円
130億
8542万円

163億
7347万円
163億
7347万円

183億
7582万円
183億
7582万円

平成16年度末 21年度末 27年度末見込23年度末 25年度末
0

市債残高（一般会計）
内、臨時財政対策債の残高

会計区分 27年度 26年度 増減額 前年度比

一 般 会 計 488億8000万円 466億1000万円 22億7000万円 4.9% 

水 道 事 業 会 計 32億7900万円 33億5400万円 －7500万円 －2.2% 

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 226億5600万円 193億5900万円 32億9700万円 17.0% 

下 水 道 事 業 74億1000万円 69億8300万円 4 億2700万円 6.1% 

介護保険事業 107億6700万円 106億8300万円 8400万円 0.8% 

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 17億6700万円 16億5700万円 1 億1000万円 6.6% 

計 947億5900万円 886億4600万円 61億1300万円 6.9% 

単位：億円
（　）内は構成比％

その他の税29.4（6.0）その他の税29.4（6.0）

市税以外
256.6（52.5）
市税以外
256.6（52.5）

固定資産税
97.2（19.9）
固定資産税
97.2（19.9）

法人市民税12.8（2.6）法人市民税12.8（2.6）

個人市民税
92.8（19.0）
個人市民税
92.8（19.0）

公債費
37.1（7.6）
公債費
37.1（7.6）

繰出金
74.2（15.2）
繰出金
74.2（15.2）

扶助費
131.1（26.8）
扶助費
131.1（26.8）

その他経費
94.7（19.4）
その他経費
94.7（19.4）

普通建設事業費
56.5（11.5）
普通建設事業費
56.5（11.5） 人件費

95.2（19.5）
人件費
95.2（19.5）

歳入 歳出

平成27年度　各会計予算額
〜過去最大規模を更新〜

一般会計の内訳

施策の 3本柱

一般会計予算額の推移
〜介護、医療など扶助費が大幅に増額〜

一般会計の支出を多い順に見ると
〜子育て支援や医療、公園の整備などを充実〜

特別会計など（主な事業と予算額）

新：新規事業　 ：事業費
一般会計の収入を多い順に見ると

〜市税が1億円の減、市債や地方消費税交付金が大幅に増加〜

市債残高の推移（一般会計）
〜ピーク時の平成16年度末に比べ18.7％削減〜

総額947億5900万円
ふるさと秦野の輝く未来のため、果敢に挑む

平成２7年度予算

過
去
と
今

主な取り組み収入と支出

種　別 予算額 構成比
（％）

市民 1 人
当たりの額

市税（市民税、固定資産税など） 232億2000万円
（－ 1 億円） 47.5 13万7867円

（－55円）

国庫支出金（国から交付される補助金など） 79億4815万円
（＋ 2 億7590万円） 16.3 4 万7192円

（＋1816円）

市債（国や金融機関などからの借金） 40億9870万円
（＋10億7400万円） 8.4 2 万4336円

（＋6447円）

県支出金（県から交付される補助金など） 33億9199万円
（－5346万円） 6.9 2 万140円

（－238円）
地方消費税交付金（県税である地方消費税か
らの交付金）

23億8000万円
（＋ 8 億4000万円） 4.9 1 万4131円

（＋5023円）
地方交付税（普通交付税と特別交付税として
国から配分される交付金）

19億8000万円
（－ 5 億円） 4.0 1 万1756円

（－2912円）

繰入金（基金の取崩し、財産区からの収入） 17億4999万円
（＋ 5 億9230万円） 3.6 1 万390円

（＋3543円）

諸収入（貸付金の返済による収入など） 9 億1948万円
（－2228万円） 1.9 5459円

（－111円）
分担金や負担金（市の事業により特定の利益
を受ける人からの徴収金）

6 億9726万円
（＋ 1 億4179万円） 1.4 4140円

（＋855円）
使用料や手数料（市の施設の使用や行政サー
ビスに対する収入）

6 億9712万円
（－3408万円） 1.4 4139円

（－186円）

繰越金（前年度からの繰越金） 5 億円
（0円） 1.0 2969円

（＋12円）
財産収入（市有財産の貸付、売却などによる
収入）

4 億8517万円
（＋2994万円） 1.0 2881円

（＋189円）
地方譲与税（国が徴収する自動車重量にかか
る税とガソリンにかかる税の配分）

2 億8900万円
（－1400万円） 0.6 1716円

（－76円）
自動車取得税交付金（県が徴収する自動車の
取得にかかる税の交付金）

9400万円
（＋1300万円） 0.2 558円

（＋79円）
寄附金（個人、企業、団体などから受ける金
銭の無償譲渡）

540万円
（－1852万円） 0.0 32円

（－109円）

その他（利子割交付金、配当割交付金など） 4 億2374万円
（＋4541万円） 0.9 2516円

（＋278円）

歳入

歳出歳入

図表④

歳出
種　別 予算額 構成比

（％）
市民 1 人

当たりの額
民生費（障害者や高齢者の福祉、子育て支援
や医療などのための経費）

219億7839万円
（＋ 8 億1390万円） 45.0 13万495円

（＋5321円）
土木費（道路や橋、水路や公園の整備などの
ための経費）

70億3310万円
（＋13億4773万円） 14.4 4 万1759円

（＋8134円）
総務費（市役所の全般的な運営や庁舎管理な
どのための経費）

42億3322万円
（＋7681万円） 8.6 2 万5134円

（＋552円）
衛生費（健康づくり、スポーツ施設の管理、環
境保全、ごみの収集や処理などのための経費）

41億8918万円
（＋ 1 億7157万円） 8.6 2 万4873円

（＋1112円）

公債費（市債などの返済金） 37億1185万円
（－ 2 億4684万円） 7.6 2 万2039円

（－1374円）
教育費（小・中学校や幼稚園の管理、生涯学
習活動などのための経費）

33億6726万円
（－ 1 億2629万円） 6.9 1 万9993円

（－669円）
消防費（消防や防災など市民の安全を守るた
めの経費）

24億7426万円
（＋ 3 億692万円） 5.1 1 万4691円

（＋1873円）

商工費（商業や工業、観光振興のための経費） 7 億9699万円
（－8046万円） 1.6 4732円

（－458円）

農林費（農業や林業の振興のための経費） 4 億6433万円
（＋331万円） 0.9 2757円

（＋30円）

議会費（議会の運営などのための経費） 3 億8142万円
（＋335万円） 0.8 2265円

（＋29円）

その他（諸支出金、予備費） 2 億5000万円
（ 0 円） 0.5 1484円

（＋ 5 円）

水道事業会計
配水管の改良 2 億6605万円
緊急時対策施設の整備 1 億9300万円
水道施設の整備 1 億1663万円

下水道事業特別会計
汚水管の整備・改良 11億2899万円
浄水管理センターの改築 11億 562万円
雨水管の整備 7 億4802万円

※�市民 1人当たりの額は、平成27年 3 月 1 日現在の平成22年国勢調査結果確定
数に基づく推計人口（168,423人）で算出。（　）内は前年度との比較増減

図表⑤

図表①図表②

図表③

出産・子育て 地域経済活性化 安全・安心で
人にやさしいまちづくり

　県内一長い桜並木「はだの桜みち」を歩く「春風ウオーク」や、11
月 3 日の記念式典、秦野の魅力をＰＲする記念映像の作製など、
市民企画のイベントとともに60周年を盛り上げます。

母子保健コーディネーターによる相談支援

　母子健康手帳の交付時に、助産師がコーディ
ネーターとして妊産婦からの相談に応じ、妊娠、
出産から育児までを切れ目なく支援します。

新
517万円

※一部 3 月補正 1 億1110万円

土砂災害警戒区域への警報装置の設置

　市内で唯一、土石流の警戒区域内に小・中学校
がある北地区に、サイレンや回転灯などの警報装
置を設置し、いざというときに、いち早く危険を
知らせ、素早い避難を呼び掛けます。

新
648万円

防犯カメラの設置拡大

　防犯協会が公共の空間に新たに設置する防犯カ
メラ50台の費用を補助します。この費用は、市内
全ての防犯灯をＬＥＤに付け替えたことで節減で
きた電気料で賄われます。

新
1102万円

被災者支援システムの導入

　大規模災害時に、住
民一人一人の被災状況
を各避難所などで共有
できるシステムを導入
し、り災証明などのス
ムーズな発行や緊急物
資の搬出入などに役立
てます。

新
380万円

子育て応援出産支援金の支給

　平成27年 4 月 1 日以降に生まれた子供の養育者
に、子供 1人当たり 3万円を支給し、出産後の経
済的負担を軽くします。

新
※ 3 月補正 3770万円

秦野養護学校小中学部の整備

　末広小学校の余裕教室を活用した県立秦野養護
学校小中学部の整備を、来年 4月の開校に向けて
県と協力して進めていきます。

新
3798万円

※�3 月補正　国の補助事業を活用するため、平成
26年度補正予算に計上した事業。実施時期は、
平成27年度になります。

しぶさわこども園の開設 新
2 億3746万円

　待機児童を減らし、
保育環境をより質の
高いものにするため、
渋沢保育園をしぶさ
わ幼稚園に移設して、
来年 4月からこども
園にします。

カルチャーパークの再編整備
9 億5647万円

　今年度の完成を目
指して、中央運動公
園の広場や園路の改
修のほか、駐車場の
多目的広場化や施設
のバリアフリー化、
新たな管理事務所の
建設を行います。

鶴巻温泉駅南口周辺の整備
3 億661万円

　平成29年度の完成を目指して、駅前広場や県道
立体横断施設などの整備を行うほか、南口橋上改
札口の設置に向けて、小田急電鉄と協力して駅施
設の整備を進めます。

秦野駅への観光案内所の設置 新
※ 3 月補正 650万円
　小田急電鉄、観光協会と協力して、秦野駅の改
札口近くに観光案内所を開設し、魅力ある観光地
の情報を発信します。

市制施行60周年記念事業の実施

　主に市税を財源とし、福祉や教育、土木など基本的な行
政運営の経費として計上するものを「一般会計」といいます。
これに対して、下水道事業や国民健康保険事業など特定の
収入を特定の支出の充てるため、一般会計とは区別して計
上するものを「特別会計」といいます。

　生活の基盤となる道路や公園、下水道、学校などの財産を
整備するときに、国などから借り入れるお金です。 市債には、
将来的に利益を受けるであろう市民にも返済を負担してもら
い、世代間の公平を図るという役割があります（図表③参照）。
※一般会計、水道事業会計、下水道事業特別会計を合わせた
　市債残高は、768億8233万円（平成27年度末見込）です。
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催し案内
学習会　 ４ 月 ４ 日（土）　午後 １ 時４0分～ ４ 時半　
南公民館　「東アジア情勢と日本～中国脅威論そ
して集団的自衛権～」　50人（申し込み先着順）　
500円　憲法九条の会はだの・武☎（82）5４3１
秦野うたごえ喫茶　 ４ 月 5 日（日）　午後 １ 時半～
４ 時　本町公民館　４0人（当日先着順）　800円　
大塚☎（88）6382
絵本の読み聞かせ　◇ ４ 月 8 日（水）　午後 3 時～
　堀川児童館　◇１１日（土）　午後 2 時半～　南が
丘公民館、末広ふれあいセンター、西公民館　◇
１6日（木）　午後 3 時～　鶴巻公民館　◇2１日（火）
　午後 3 時～　東公民館　おはなしころりん・堀
☎（88）3286
書道作品展　 ４ 月１2日（日）～ 5 月 8 日（金）　午前
９ 時～午後 5 時　サンライフ鶴巻　サンライフ書
道同好会・小沼☎080（3588）07４９
日舞みやこ会チャリティー　 ４ 月１2日（日）　午後
0 時半～ ４ 時１5分　文化会館　※先着200人に粗
品をプレゼント　五月☎（8１）53１４
大人の英会話・韓国語　 5 月 8 日～ 7 月１0日の金
曜日　全１0回　◇午後 6 時～ 7 時１5分　英会話　

◇午後 7 時半～ 8 時４5分　韓国語　いずれも文化
会館。１5人（申し込み先着順）。8000円　国際文化
交流協会・前田☎0９0（6４8９）2803
仲間募集
平成27年度デジタルカメラ塾・教室　◇本町デジ
タルカメラ塾　第 １ ・ 3 木曜日　午前 ９ 時～正午
　本町公民館　村田☎0９0（88１４）7４88　◇西デジ
タルカメラ教室　第 １ ・ 3 木曜日　午前 ９ 時～正
午　西公民館　大野☎0９0（９8４7）3１65　◇鶴巻デ
ジタルカメラ塾　第 2 ・ ４ 火曜日　午前 ９ 時～正
午　鶴巻公民館　佐々木☎0９0（９328）86４5　◇東
デジタルカメラ教室　第 2 ・ ４ 水曜日　午前１0時
～正午　東公民館　武☎0９0（１４22）7830　◇鶴巻
デジタルカメラ教室　第 2 ・ ４ 金曜日　午前１0時
～午後 １ 時　鶴巻公民館　小泉☎0９0（8506）１９１5
　※いずれも１0人（申し込み先着順）。月700円
その他
オストメイト健康相談会　 ４ 月１９日（日）　午後 １
時半～ ４ 時半　アミューあつぎ市民交流プラザ

（厚木市中町 2 −１2−１5）　人工肛門・人工膀胱保
有者と家族や関係者　日本オストミー協会神奈川
支部☎0４66（４5）４2１6
ボランティア養成講座　 ４ 月2１日～ 5 月１９日の火
曜日（ 5 月 5 日を除く）　 全 ４ 回　午後 2 時～ ４
時半　子どもの権利擁護センターかながわ（伊勢

原市桜台 １ − 5 −3１）　子ども虐待防止相談員の基
礎知識を学ぶ　30人（申し込み先着順）　子ども虐
待ネグレクト防止ネットワーク事務局☎（９0）27１5
東海大学市民講座　◇親子のためのリトミック教
室　 ４ 月25日～ 7 月 ４ 日または 7 月１8日～ ９ 月１９
日の土曜日　全 5 回　午後 １ 時～ １ 時４0分　各
コース 3 歳以下１5人　5000円　◇リトミック＆ピ
アノ教室　 ４ 月25日～ ９ 月１９日の土曜日　全１0回
　午後 １ 時４5分～ ４ 時４0分（レベル別に 3 クラス
あり）　各クラス ４ 歳以上１0人　 2 万2000円　い
ずれも東海大学湘南キャンパス（平塚市北金目 ４
− １ − １ ）。申し込み先着順　東海大学エクステ
ンションセンター☎03（57９3）7１33
表丹沢の棚田米作りオーナーを募集　種まきから
収穫までを体験しませんか。収穫した米は持ち帰
ることができます。　◇募集枠　 3 区画（申し込
み先着順）　◇費用　 2 万円　表丹沢菩提里山づ
くりの会・相原☎0９0（９67９）6258
県立職業技術校 ７月生募集　◇対象　職業に必要
な知識や技術、技能を習得し就職する意思のある
方　◇申し込み　ハローワーク松田（松田町松田
惣領2037）☎0４65（82）860９で手続きをした後、 ４
月１3日（月）～ 5 月１１日（月）に西部・東部技術校へ
　※募集要項は、各技術校、ハローワーク松田に
あります　県産業人材課☎0４5（2１0）57１5

伝言板伝言板みんなの
市内の公共施設を利用

渋沢公民館☎（87）7751
渋沢丘陵散策ハイキング「頭高山の桜」　 ４ 月１7日

（金）午前 ９ 時20分公民館集合～午後 3 時１0分　１5
人　１50円
春色スイーツ「八重桜のシフォンケーキ」　 ４ 月2４
日（金）　午前 ９ 時半～１１時半、午後 １ 時半～ 3 時
半　各回１6人　１000円
本町公民館☎（84）5100
春の自然観察会　 ４ 月 8 日（水）午前 ９ 時半中央運
動公園集合～午後 3 時県立秦野戸川公園　20人　
200円　※南が丘公民館でも受け付け
初心者パソコン相談　 ４ 月2１日（火）　午後 １ 時半
～ 3 時半　パソコン持参
親子のお話し会　 ４ 月2４日（金）　午後１0時～１１時
半、午前１１時～正午　各回 ４ 歳以下の親子１0組
南公民館☎（81）3001
おはなし会　 ４ 月 8 日（水）　午前１0時半～１１時半

絵本の読み聞かせ　 ４ 月１１日（土）　午後 １ 時半～
2 時　「みどりいろのたね」など
四季の写真展　 ４ 月１９日（日）～ 5 月１5日（金）
上公民館☎（87）0212
アウトドアで薫製作り　 ４ 月１９日（日）　午前 ９ 時
半～正午　１5人　１200円
端午の節句と武者絵のぼり・五月人形展　 ４ 月22
日（水）～ 5 月 7 日（木）
パソコン教室「見やすく使いやすく」　 ４ 月2４日

（金）　午前 ９ 時半～午後 3 時　１2人　850円
東公民館☎（82）3232
ヤビツ峠の自然観察会　 ４ 月23日（木）午前 8 時秦
野駅北口集合～午後 3 時羽根バス停　20人　200円
秦野観光写真展　 5 月 １ 日（金）～20日（水）　観光
写真コンクールの入賞作品を展示
南が丘公民館☎（84）6411
ミニ写真展「日本の祭り」　 ４ 月１5日（水）まで
アクティブ65「美味しいお茶の入れ方講座」　 ４ 月
１5日（水）　午後 １ 時半～ 3 時　65歳以上20人
お母さんの似顔絵展　 ４ 月20日（月）～ 5 月１0日

（日）　※作品の受け付けは ４ 月１９日（日）まで

　 ４ 歳以下の親子１5組
思い出サロン　 ４ 月１5日（水）　午後 １ 時半～ 3 時
　みんなで歌をうたう　60歳以上20人
おもちゃの病院　 ４ 月１９日（日）　午前１１時～午後
2 時　部品代実費
西公民館☎（88）0003
西のがらがらどん　 ４ 月１3日（月）　 5 月１１日（月）
　午前１0時～１１時、１１時～正午　親子遊びなど　
各回 ４ 歳以下の親子１0組
女性セミナー「ゆれるブローチ作り」　 ４ 月2４日

（金）　午前 ９ 時～正午　20人　500円
北公民館☎（75）1678
絵本とお友だち　 ４ 月 6 日（月）　午前１0時半～１１
時半　未就学児の親子20組
オカリナ演奏教室　 ４ 月１４日（火）　28日（火）　午
後 １ 時半～ 3 時半　65歳以上20人
北のがらがらどん　 ４ 月27日（月）　午前１0時～１１
時、１１時～正午　各回未就学児の親子 8 組
大根公民館☎（77）7421
リズムにあわせて健康体操　 ４ 月 2 日（木）　１6日

（木）　午前１0時～１１時半　65才以上　500円

定員のあるものは原則申し込み先着順、
ないものは原則入場自由です。

公民館だより公民館だより公民館だより

　 里山ふれあいセンター　 市内
在住・在勤・在学の中学生以上 5 人

（申し込み先着順）　 3 万４000円　
※作品は持ち帰ります　 森林づく
り課☎（82）９63１

●保健師
勤務内容　生活習慣病予防など健康
増進事業や特定保健指導　 保健師
の資格がある方　勤務日　週 ４ 日　
任用期間　 5 月 １ 日～平成28年 3 月
3１日　報酬　月１９万300円　 履歴
書に資格証明書の写しを添えて、 ４
月１5日（水）までに市役所 2 階国保年
金課へ本人が持参　※後日面接あり
　 国保年金課☎（82）９6１3
●体操フェスティバルの参加者

6 月28日（日）　午後 １ 時～ ４ 時　
総合体育館　 体操クラブによる

演技披露　 市内の公共施設で活動
する非営利の団体　※運営会議（ ４
月１3日（月）、 5 月１１日（月））に出席
　 ４ 月１0日（金）　 １ 団体3000円
　 スポーツ振興課☎（8４）27９5
●たけのこ学級の学級生と
　補助ボランティア
　知的障害者が、スポーツや音楽な
どで仲間づくりをします。　 8 月
を除く第 3 日曜日　 本町公民館な
ど　 義務教育を修了した市内在住
の知的障害者　※ボランティアは誰
でも可　 生涯学習課☎（8４）27９2

●スポーツ教室
◇リフレッシュ・ヨガ　 ４ 月 6

日～27日の月曜日（20日を除く）　午
後 7 時半～ 8 時50分　◇エアロビク
ス初・中級　 ４ 月2９日（水）　午前 ９
時半～１0時50分　◇ステップ初級　
４ 月2９日　午後 １ 時半～ 2 時50分　
◇エアロビクス中級　 ４ 月2９日　午
後 7 時半～ 8 時50分　 総合体育館

　 各回70人（当日先着順）　 １ 回
４00円　 開始 １ 時間前から体育館
窓口へ　 スポーツ振興財団☎（8４）
3376
●子供テニス教室

5 月１2日～ 6 月30日の火曜日　全
8 回　午後 5 時半～ 6 時半　 総合
体育館　 小学1～ ４ 年生30人（申し
込み多数のときは抽選）　 3500円
　 ４ 月 7 日（火）～１3日（月）　 ス
ポーツ振興財団☎（8４）3376
●水泳教室

◇アクアビクス　 5 月１3日～
7 月 １ 日の水曜日　全 8 回　午前１0
時50分～１１時50分　50人　◇アクア
グローブ　 5 月１４日～ 7 月 2 日の木
曜日　全 8 回　午後 １ 時50分～ 2 時
50分　50人　◇アクアフィットネス
　 5 月１5日～ 7 月 3 日の金曜日　全
8 回　午後 7 時半～ 8 時半　50人　
◇サタデースイミング　 5 月１6日～
7 月１8日の土曜日　全１0回　午後 6
時50分～ 7 時50分　30人　◇ファミ
リースイミング　 5 月１7日～ 7 月 5
日の日曜日　全 8 回　午後 ４ 時50分
～ 5 時50分　 3 歳以上の未就学児と
保護者30組　いずれも申し込み多数
のときは抽選　 おおね公園温水
プール　 ４500円（ファミリースイミ
ングは5000円、サタデースイミング
は6000円）　 ４ 月 8 日（水）～１４日

（火）　 スポーツ振興財団☎（8４）3376
●初心者太極拳教室

5 月１3日～ 7 月 １ 日の水曜日　全
8 回　午後 １ 時半～ 3 時　 総合体
育館　 50人（申し込み多数のとき
は抽選）　 3000円　 ４ 月 7 日（火）
～１3日（月）　 スポーツ振興財団☎

（8４）3376
●初心者向けジュニア柔道教室

5 月１6日～ 7 月 ４ 日の土曜日　全
8 回　午後 １ 時～ 2 時半　 総合体
育館　 小学生50人（申し込み先着
順）　 3000円　 ４ 月 8 日（水）～　

スポーツ振興財団☎（8４）3376

27９5

●はだの野菜ヘルシー料理講座
４ 月28日（火）　午前１0時～午後 １

時半　 保健福祉センター　 キャ
ベツチャーハン、豆乳スープなど　

30人（申し込み先着順）　 500円
　 健康づくり課☎（82）９603
●どならない子育て練習講座

5 月１6日（土）　午後 １ 時～ 3 時　
保健福祉センター　 入門編（伝

え方、褒め方、叱り方の基礎）　
第 １ 子が ４ ～ 8 歳の保護者４0人（申
し込み先着順）　※保育あり（ 3 歳未
満は託児料が必要です）　 こども育
成課こども若者相談担当☎（82）62４１

図書館☎（81）7012
●映画会

◇ ４ 月 ４ 日（土）　午前１0時～午
後 0 時25分　「海峡」（邦画）　◇１8日

食品衛生協会☎（85）6260

●広畑ふれあい発表会
　受講生が １ 年間学んだ成果を発表
します。　 ４ 月 5 日（日）　午前１１
時～午後 3 時　 広畑ふれあいプラ
ザ　入場自由　 生涯学習課☎（8４）
27９2
●第59回秦野丹沢まつり
　塔ノ岳エコツアー

４ 月１９日（日）　◇大倉高原山の
家コース（初心者向け）　午前 ９ 時１5
分県立秦野戸川公園多目的広場集合
～午後 １ 時半　◇塔ノ岳山頂コース

（健脚者向け）　午前 ９ 時１5分まほろ
ば大橋集合～午後 5 時　いずれも大
倉登山口解散　 各コース30人（申し
込み先着順）　 観光課☎（82）９6４8
●就職を支援　個別カウンセリング

４ 月22日（水）　午前１0時～午後 ４
時（正午～午後 １ 時を除く）　※ １ 人
１ 時間。保育あり（予約制）　 市ふ
るさとハローワーク（秦野駅前農協
ビル 3 階）　 適職発見、求人情報
の検索・活用、応募書類の書き方、
面接トレーニングから １ つを選択　

市内在住の１8～65歳の求職者 5 人
（申し込み先着順）　 電話で予約し、
市役所西庁舎 １ 階産業政策課または
市ふるさとハローワークへ　 産業
政策課☎（82）９6４6
●点訳ボランティア講座

5 月 8 日～ 7 月１0日の金曜日　全
１0回　午前１0時～正午　 保健福祉
センター　 点訳の基本的な技術や
知識　 １5人（申し込み先着順）　
500円　 社会福祉協議会☎（8４）77１１
●丹沢のヒノキでアルプホルン作り

5 月～平成28年 3 月の週 １ 回程度

（土）　午後 3 時半～ ４ 時 5 分　「パン
ダコパンダ　雨ふりサーカスの巻」

（アニメ）　 各日80人（当日先着順）
●おはなし会

◇ ４ 月 ４ 日（土）　「ネコババ」な
ど　◇ 5 日（日）　「よかったねネッ
ドくん」など　◇１１日（土）　「わたし
のだいすきなどうぶつは」など　◇
１8日（土）　「わたしとあそんで」など
　◇25日（土）　英語のおはなし会　
いずれも午後 2 時半～ 3 時　 各日
30人（当日先着順）
●赤ちゃんといっしょのおはなし会

４ 月１0日（金）　◇午前１0時～１0
時半　 0 ・ １ 歳児と保護者１0組　◇
午前１１時～１１時半　 １ ～ 3 歳児と保
護者１0組　いずれも申し込み先着順
　 絵本の読み聞かせと親子遊び
くずはの家☎（84）7874
●くずは川から春を見つけよう

４ 月25日（土）　午前 ９ 時半～１１時
半　 小学生以上30人（小学 １ ・ 2
年生は保護者同伴）

円　◇定置用リチウムイオン蓄電シ
ステム　一律 5 万円　◇Ｈ

ヘ ム ス

ＥＭＳ　
一律 １ 万円（他の補助対象と併設す
るときのみ）　 市内で所有・居住
する住宅に補助対象の設備を設置す
る方　注意　その他の条件などは市
ホームページで確認してください　

申請書（市役所西庁舎 １ 階産業政
策課、公民館、駅連絡所、市ホーム
ページにあります）に必要書類を添
えて、 ４ 月１3日（月）から産業政策課
へ持参　※予算額に達し次第終了　

産業政策課☎（82）９6４6
●市内施工業者が行う
　住宅の新築やリフォームに補助
補助対象・補助額　◇秦野産材を 3
立方メートル以上使う新築または新
築住宅の購入　上限60万円　◇秦野
産材を0.１立方メートル以上使うリフ
ォーム　上限35万円　◇秦野産材を
使わない工事費１5万円以上のリフォ
ーム　一律 5 万円　 申請書（市役
所西庁舎 １ 階産業政策課、公民館、
駅連絡所、市ホームページにありま
す）に必要書類を添えて、 ４ 月１４日

（火）から産業政策課へ持参　※工事
着手後の申請は不可。予算額に達し
次第終了　 産業政策課☎（82）９6４6
●食品衛生責任者養成講習会

5 月20日（水）　午前１0時～午後 5
時　 商工会議所会館（平沢2550−
１ ）　 調理師・栄養士の資格がな
い方で食品営業を始めたい１30人（申
し込み先着順）　 証明写真 2 枚（縦
４ センチ×横 3 センチ）と受講料 １
万円を ４ 月22日（水）の午前１0時～午
後 3 時（正午～午後 １ 時を除く）に、
県平塚保健福祉事務所秦野センター

（曽屋 2 − ９ − ９ ）へ持参　 健康づ
くり課☎（82）９603または秦野伊勢原

師会会員の医療機関で看護師、准看
護師、助産師として働く予定の方　
貸与額　◇入学金　１0万円以内　◇
授業料　年間60万円（月額 5 万円）以
内　※卒業後に、貸与と同じ期間を
市医師会会員の医療機関で勤務した
ときは、返還を全額免除　 申込書

（市役所 2 階健康づくり課、市医師
会事務局（曽屋１１）、市ホームページ
にあります）に必要書類、「看護師（助
産師）として何がしたいのか」をテー
マとした作文（800字程度）を添えて、
6 月30日（火）までに〒257−003１市
医師会事務局へ郵送または持参　
健康づくり課☎（82）９603または市医
師会☎（8１）50１8
●設置費用を補助
　住宅用スマートエネルギー
補助対象・補助額　◇住宅用太陽光
発電システム　上限 3 万5000円　◇
家庭用燃料電池システム　一律 5 万

●助成します　就学費用
　経済的な理由で就学が困難な小・
中学生の保護者に、給食費や学用品
費などの一部を助成します。現在助
成を受けていて、引き続き希望する
方も申請が必要です。　 市立小・
中学生の保護者、市内在住で県立中
等教育学校の前期課程に在籍する生
徒の保護者　 申請書（市内の小・
中学校、市役所西庁舎 3 階学校教育
課、公民館、駅連絡所にあります）
に前年中の所得を証明する書類など
を添えて、学校教育課または各学校
へ持参　 ４ 月30日（木）　※ 5 月以
降に提出したときは、申請日の翌月
分から支給　 学校教育課☎（8４）2785
●貸与します　看護師修学等資金

看護学校や専門学校などに入学す
る、または在学中で、卒業後に市医

　商店街の空き店舗を活用して開業し、優れたアイデアや経営
方針などを持つ方に、改装費や賃借料、広告宣伝費の一部を補
助します。東日本大震災の避難者には、補助率を優遇します。
 変わります　対象と募集期間
　今年度から、開業後 １ か月から ４ か月までの方を対象とし、随時申し込
みを受け付けます。　※平成26年１2月に開業した方は、 ４ 月30日（木）まで
に申し込んでください

審査方法　 7 月の審査後、補助金申請などの手続きがあります。
審査申込書（市役所西庁舎1階産業政策課、市ホームページにあります）

に必要書類を添えて、産業政策課へ本人が持参　注意　補助金の交付には
条件があります

産業政策課☎（82）９6４6

商店街空き店舗の利用者に補助最高137万円

補助内容

補助対象経費 補助率 補助限度額一般 避難者
改装費（開業時） 30％ 50％ 50万円
賃借料（ 2 年間） 72万円（月 3 万円）

広告宣伝費（初年度） 50％ １5万円
※開業 １ 年後と 2 年後に、中小企業診断士による無料の経営診断あり

　縦覧帳簿で周辺の評価額と比較できます。また、課税される物件や評価
額が分かる固定資産課税台帳の閲覧もできます。

資産税課☎（82）73９0・73９１

確認できます　土地や家屋の評価額

区　分 縦覧帳簿の縦覧 固定資産課税台帳の閲覧

縦覧・閲覧が
できる方

納税者または代理人
（委任状が必要）

納税義務者、借地人・借家人などの
利害関係人（賃貸借契約書などが必
要）または代理人（委任状が必要）

費　用 無料 １ 件300円　 ※ 6 月 １ 日までは無料
期　間 6 月 １ 日（月）まで 通年

※いずれも日曜日、祝・休日を除く。本人確認をできるものを持参

＝とき　 ＝ところ　 ＝内容　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用
＝申し込み　 ＝締め切り　 ＝問い合わせ
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４ 月12日（日）午前10時発売

　鶴巻温泉駅北口広場に、地下約1000メートルからくみ上げられた源泉
「つるまき千の湯」を掛け流す「手湯」ができました。名前は「千の泉」。
　午前 ７時から午後 ７時まで利用できますので、気軽に立ち寄って、ほ
っと一息つきませんか。

問い合わせ　観光課☎（82）96４8

問い合わせ　農産課☎（82）9626

問い合わせ　くらし安全課☎（82）9625

「つるまき千の湯」の泉質

秦野の温泉を楽しもう
鶴巻温泉弘法の里湯

手湯の効果

色
鮮
や
か
な
ポ
ピ
ー
に
囲
ま
れ
る

　田園風景を眺めながら、地場産
のものを食べて、ゆっくり過ごし
ませんか。
と�き　 ４月 ４日（土）　 5日（日）　
いずれも午前 9時半～午後 3時

内�容　農産物の直売、模擬店、ど
むろく（どぶろく）の販売など

と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
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日（
日
）午
前
９
時
鶴
巻

温
泉
駅
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口
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合
～
午
後
３
時
秦
野
駅

　

野
鳥
や
植
物
な
ど
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察
し

ま
せ
ん
か
。
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４
月
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木
）

午
前
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時
半
渋
沢
駅
改
札
前
集
合

～（
バ
ス
）～
峠
～
午
後
３
時
半
頭

高
山　

定
員　

20
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申
し
込
み

先
着
順
）　

費
用　

３
０
０
０
円
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こ
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４
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土
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前
９
時
東
公

民
館
集
合
～
正
午

※
い
ず
れ
も
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

　カルシウムが豊富で、温度は38. 8 ℃。
体をゆっくりと温めます。神経痛や筋肉痛、
消化器病、婦人病などに効果があるといわ
れています。

　手をゆっくり温めると、さまざまな神経
が刺激され、血液の循環がよくなります。
冷え性の解消になるほか、肩凝りなどを和
らげるといわれています。

　「つるまき千の湯」は、駅から徒歩 2分、
気軽に立ち寄ることができる日帰り入浴施
設「弘法の里湯」の内湯と貸切風呂に使われ
ています。また、露天風呂では、もう一つ
の源泉「秦野第一号泉」が楽しめます。
　ゆっくりと温泉に入り、心と体をリフ
レッシュ。日頃の疲れを癒やしに、また、
登山やハイキングの帰りに、ぜひ利用して
ください。
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文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

４ 月18日（土）　午後 5時～　全席
指定　6000円

※�発売日の電話受け付けは午後 1時
～。いずれも未就学児は入場でき
ません。

南こうせつ コンサートツアー2015

鶴巻温泉駅前に「手湯」が完成

田原ふるさと公園　花祭り

４ 月 5 日（日）午前10時発売

はだの民謡フェスティバル
東日本大震災復興支援チャリティー
6 月28日（日）　午後 1時半～　
大ホール　全席指定　2500円

と　き　 ４月 6日（月）　午前 ７時半～ 8時半
と�ころ　秦野橋北側交差点、南小学校前交差点、東公民館前、菩提原バ
ス停前、広畑小学校入口交差点、サンライフ入口交差点、渋沢小学校
入口交差点、上公民館前交差点

と　き　 ４月 9日（木）　午後 ４時～ 5時　※雨天のときは ４月10日（金）
ところ　国道2４6号堀川入口交差点周辺

　208点の応募の中から、次の方が入選しました（敬称略）。
◇市長賞　牧石健太（緑町）　◇秦野警察署長賞　三神厚（下大槻）　◇市
交通安全協会長賞　川戸貞行（室町）　窪寺家栄子（堀西）　大木和弘（名
古木）　髙井軍造（北矢名）
市長賞　牧石さんの作品

活動内容　早朝啓発活動、行事での交通安全指導など　対象　市内在住
の6４歳以下の方　人数　 1人　任期　平成28年 5 月まで　申し込み　市
交通安全協会☎（81）７７７1
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新入学児童・園児を交通事故から守る運動4月 ６日〜12日
通学時の交通安全指導

４月10日はシートベルトの日キャンペーン

安全は　譲る心と　待つ余裕

交通安全標語決まる

交通指導員を募集

地域貢献券が利用できます

問い合わせ　図書館☎（81）７012

巡回時間（午後） 巡　回　日

巡　
　

回　
　

場　
　

所

0 時半～ 1時～ 2時～ 3時半～

水
曜
日

４月 5月 6月 ７月 8月 9月

山辺保育園 ◎北小学校 ◎本町
幼稚園 秦野団地

★1 13 10 1 ★12 9
15 2７ 15 ★26 30

★29
1 時～ 1時35分～ 2時50分～ ４月 5月 6月 ７月 8月 9月

◎上小学校 湯の沢団地 ◎西小学校
8 20 3 8 ★5 2
22 1７ ★22★19 16

0 時50分～ 2時～ 3時～ 3時４5分～

木
曜
日

４月 5月 6月 ７月 8月 9月

◎東小学校 ◎すえひろ
　こども園

くずは台
東公園

山谷
自治会館

9 1４ 11 2 ★13 10
23 28 16 ★2７

★30
2 時～ 2時４5分～ 3時半～ ４月 5月 6月 ７月 8月 9月

おおね公園 ひかりの街 ひかりの丘
2 21 ４ 9 6 3
16 18 23 20 1７
30

0 時55分～ 2時～ 3時半～

金
曜
日

４月 5月 6月 ７月 8月 9月

◎堀川小学校 ◎西幼稚園 はちまんやま
緑地

★3 1 12 3 ★1４ 11
1７ 15 ★1７★28 25

29 ★31
2 時～ 2時４5分～ 3時半～ ４月 5月 6月 ７月 8月 9月

南矢名下部
自治会館 おおね台 広畑ふれあい

プラザ
10 8 5 10 ７ ４
2４ 22 19 2４ 21 18

※�雨天中止。 1カ所の停車時間は約30分です。
※�◎印の学校などは、巡回時間を変更することがあります。★印の日は、◎印
の学校などは巡回しません。
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6 月2７日（土）
　午後 2時半
～　小ホール
　全席指定　
2500円

高田匡隆ピアノリサイタル

自動車文庫（たんざわ号）巡回予定表

「広報はだの」は再生紙を使用しています。
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